場面緘黙 情報共有シート　提供：かんもくネット2026

	【園や学校における支援のための情報共有シート】
対象児氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　学年：＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　作成日：20＿＿＿年＿＿月＿＿日



本シートは、園や学校での支援にあたり、保護者・教職員・スクールカウンセラー・医療機関など、関係者が共有しているお子さんの支援ニーズを整理し、学校と共有するためのシートです。 
安心できる環境を整え、概ね「生活／活動」→「動作／表現」→「発話」の順で段階的に支援します。
※本シート内の（例）はすべて記入例です。お子さんの状況に合わせて記入ください。
【１. 実態(学校における行動チェックリストより)】
⓪  できていること：（例）授業内容や指示の理解は良好。計算が得意。休み時間は鬼ごっこが大好き。
1  生活/活動の困難：（例）トイレに行けない
2  動作/表現の困難：（例）作文が苦手
3  発話の困難：　（例）対子ども・対先生・発表などで発話がない
【２. 支援の方向性（段階的支援の流れ）】　生活/活動の安定 →動作/表現の確立 →段階的な発話支援
【３．学校での支援】
1 生活/活動の支援
・（例）放課後に、保護者と決まったトイレに行く練習をする
・（例）20分休みにトイレに行くよう全員に声掛け後、本児にもさりげなく個別に声かけする
2 動作/表現の支援
・（例）通級指導教室でフォーマットを用いた作文の練習を行う
・（例） 担任との交換ノートを実施する（しりとり・なぞなぞ）（担任が選択肢のある質問をノートに書く等）
・（例）発話を求めない参加の機会（発話代替の手段・当てない約束で挙手・役割の担当等を具体的に）
※急に発話を求めることはせず、話せる段階に至ってから動作支援を減らし発話支援に移行します。
③ 発話への支援（※発話は最終段階です。必要に応じて放課後に短時間ご協力をお願いする場合があります）
・（例）放課後フェイドイン→家庭で用意した質問 →休み時間→授業中ペア・小グループ・発表 
【４. 家庭や学校での声かけ】
1 関わり方（CAREの３Pスキル）
・行動の説明：適切な行動を言葉にする「ノートを書いているね」
・具体的にほめる：適切な行動を褒める「～と教えてくれてありがとう」
・繰り返し：子どもの発した言葉を繰り返す
2 少しでもその場面で話せたことがある子どもへの対応
・選択肢のある質問をして応答まで5 秒以上待つ
・ささやき声でも話せた場合は繰り返しや肯定的応答を返す（例：「～なんだね」「教えてくれてうれしいよ」） 　
【５. 家庭における取り組み（家庭・学校外での取り組みです）】
できていること：（例）お友達〇ちゃんと自宅で〇で話して遊ぶ（月　　回程度）
家庭の目標：（例）学校外で、特定の大人に決まった台詞を言う
・（例）医療機関（　　　　　　　）で心理士とカードゲームをして話す（月　　回）
・（例）お店でお菓子を１つ選び、レジで「現金使えますか」と言う（月　　回）
【６.情報共有の方法】
このシートは〇〇ごとに、学校に提出する予定です。
学期末（あるいは学校で変化があった場合や行事前など）に、保護者へご連絡いただけると助かります。
　　　　　作成者：　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　連絡先：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
